
三

常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
数

（
新
設
）

四

建
設
工
事
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休
業
し
た
場
合
は
当
該
工

事
の
名
称

（
新
設
）

五

事
業
場
の
構
内
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
請
負
人
の
労
働
者
が
労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休

業
し
た
場
合
は
当
該
事
業
場
の
名
称

（
新
設
）

六

建
設
工
事
の
作
業
に
従
事
す
る
請
負
人
の
労
働
者
が
労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休
業
し
た
場
合

は
元
方
事
業
者
の
事
業
場
の
名
称

（
新
設
）

七

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法

律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
が
労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休
業
し

た
場
合
は
、
当
該
報
告
を
行
う
事
業
者
が
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
派
遣
先
又
は

同
号
に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業
主
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別
並
び
に
当
該
派
遣
先
の
事
業
場
の
名
称
及

び
郵
便
番
号

（
新
設
）

八

労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休
業
し
た
労
働
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
年
齢
、
性
別
、
職
種
、

当
該
職
種
に
お
け
る
経
験
期
間
並
び
に
傷
病
の
名
称
及
び
部
位

（
新
設
）

九

休
業
見
込
期
間
又
は
死
亡
日
時

（
新
設
）

十

労
働
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
休
業
し
た
労
働
者
が
外
国
人
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭

和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
一
の
表
の
外
交
又
は
公
用
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す

る
者
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例

法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
を
除
く
。）で
あ
る
場
合
は
そ
の
国
籍
又
は
地
域

の
名
称
及
び
在
留
資
格
の
区
分

（
新
設
）

十
一

労
働
災
害
等
の
発
生
日
時
、
発
生
場
所
の
所
在
地
、
発
生
状
況
及
び
そ
の
略
図
並
び
に
原
因

（
新
設
）

十
二

報
告
年
月
日
並
び
に
事
業
者
及
び
報
告
者
の
職
氏
名

（
新
設
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
休
業
の
日
数
が
四
日
に
満
た
な
い
と
き
は
、
事
業
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
及
び
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
当
該
事
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る
最
後
の
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
、
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
、
同
項
各
号
（
第
九
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項
及
び
休
業
日
数
を
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
休
業
の
日
数
が
四
日
に
満
た
な
い
と
き
は
、
事
業
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
及
び
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
当
該
事
実
に
つ
い
て
、
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
報
告
書
を
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る
最
後
の

月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
様
式
の
任
意
性
）

（
様
式
の
任
意
性
）

第
百
条

法
に
基
づ
く
省
令
に
定
め
る
様
式
（
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第
十
二
号
、様
式
第
二
十
一
号
の
二
の
二
、

様
式
第
二
十
一
号
の
七
、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い

う
。）様
式
第
三
号
、
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
。
以
下
「
四
ア

ル
キ
ル
則
」
と
い
う
。）様
式
第
三
号
、
特
化
則
様
式
第
三
号
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年

労
働
省
令
第
四
十
号
。
以
下
「
高
圧
則
」
と
い
う
。）様
式
第
二
号
、
電
離
則
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の

二
、
石
綿
則
様
式
第
三
号
並
び
に
除
染
則
様
式
第
三
号
を
除
く
。）は
、
必
要
な
事
項
の
最
少
限
度
を
記
載
す
べ

き
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
様
式
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
百
条

法
に
基
づ
く
省
令
に
定
め
る
様
式
（
様
式
第
三
号
、
様
式
第
六
号
か
ら
様
式
第
六
号
の
三
ま
で
、
様
式

第
十
一
号
、
様
式
第
十
二
号
、
様
式
第
二
十
一
号
の
二
の
二
、
様
式
第
二
十
一
号
の
七
、
様
式
第
二
十
三
号
、

有
機
則
様
式
第
三
号
の
二
、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と

い
う
。）様
式
第
三
号
、
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
。
以
下
「
四

ア
ル
キ
ル
則
」
と
い
う
。）様
式
第
三
号
、
特
化
則
様
式
第
三
号
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七

年
労
働
省
令
第
四
十
号
。
以
下
「
高
圧
則
」
と
い
う
。）様
式
第
二
号
、
電
離
則
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号

の
二
、
石
綿
則
様
式
第
三
号
並
び
に
除
染
則
様
式
第
三
号
を
除
く
。）は
、
必
要
な
事
項
の
最
少
限
度
を
記
載
す

べ
き
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
様
式
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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